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当院では乳腺精検、一般健診、住民検診を 1 台の装置で撮影しています。 
その内訳は精検 1,103 件、健診 963 件、住民検診 243 件（平成 24 年）となっており、当院が位置する
長浜市のマンモグラフィ住民検診受診率は 20％ほどとなっています。 
 










平成 12 年に病院が改築するのと同時に島津「Sepio」に更新されました。 




















特集                      日本赤十字放射線技師会 電子会誌第 4 号




アナログフィルムでは Min-R から Min-R2000、そして Min-R EV へと代わり、平成 15 年には県下
では初めて A 認定を取得しました。その後、平成 16 年に一般撮影がデジタルへ移行したのを機にマン
モグラフィも FCR Profect CS でのデジタル画像に変わりました。その後、一般撮影はフィルムレス化
されましたが、マンモグラフィは現在もハードコピー診断をおこなっています。 
アナログからデジタルへ移行した際は微小石灰の見え方などに不安もありましたが、富士フィルム独
自技術の PEM（乳房パターン強調処理）が Profect CS から採用されたことにより期待しました。が、
線量不足になるとノイズも強調されてしまうため、放射線科医と喧々諤々で画像づくりをおこないまし




















時代は流れ、現在の主流は低被ばくで高画質な FPD に移行しつつあります。 
当院も FPD への移行を数年越しで考えてきておりますが、ソフトコピー診断用の高精細モニタ数台と
合わせると高価な買い物になるため、慎重を期しています。当研究会の世話人の施設には異なったメー
カーの FPD 装置が導入されていますので、それぞれのご意見を伺い、参考にしながら導入を進めてい
きたいと思います。 
是非これを読んでおられる皆様も気軽に掲示板へ書き込みなどしていただき、乳がん診療に携わる者
同士で交流を図っていければと思っております。乳癌死減少のためにお互いに努力していきましょう。 
 
乱筆、駄文となりましたが、当院も来年度中にはマンモグラフィ装置が更新されることを期待しつつ、
文を閉めさせていただきます。 
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